














【巻末資料】ワークショップ開催概要（全１６回）





ワークショップ開催一覧
※開催方法　対：対面　オ：オンライン
	年度
	回
	ワークショップ等
	年月日
	開
催
※
	移動
	トイレ
	カーム
	展示
	運営
	情報

	２
０
２
１
	１
	当事者
ヒ
ア
リ
ン
グ
	移動①
	202２/３/８
	オ
	●
	-
	-
	-
	-
	-

	
	
	
	トイレ①
	202２/３/８
	オ
	-
	●
	-
	-
	-
	-

	
	
	
	移動②　トイレ②
	202２/３/14
	オ
	●
	●
	-
	-
	-
	-

	
	
	
	カームダウン・クールダウン①
	202２/３/14
	オ
	-
	-
	●
	-
	-
	-

	
	
	
	移動③　トイレ③
カームダウン・クールダウン②
	202２/3/25
	オ
	●
	●
	●
	-
	-
	-

	２
０
２
２
	２
	ヒアリング意見
とりまとめ報告
	202２/６/15
	オ
	●
	●
	●
	●
	●
	●

	
	３
	みんなでトイレプラン
作成チャレンジ
	202２/８/29
	対
	-
	●
	-
	-
	-
	-

	
	４
	トイレプラン案の説明と
意見ヒアリング
	202３/１/30
２/６,８,16
	対オ
	●
	●
	●
	-
	-
	-

	
	５
	展示イメージの
ヒアリング等
	202３/３/29
	対
	●
	●
	●
	●
	-
	-

	２
０
２
３
	６
	展示計画等の説明と
意見ヒアリング
	202３/10/24
１１/７
	オ
	-
	●
	-
	●
	-
	-

	
	７
	カームダウン・クールダウンの
設備等の確認
	202３/11/30
	対
	-
	-
	●
	-
	-
	-

	
	８
	みんなトイレの原寸大図面床表示
での案内誘導サイン等の確認
	202４/２/29
	対
	-
	●
	●
	-
	-
	-

	２
０
２
４
	９
	ポッドやライドの
モックアップ検証等
	202４/５/28
	対
	-
	●
	-
	●
	-
	-

	
	10
	視覚障がい者個別ヒアリング
	202４/７/８,９,11
	対
	-
	●
	-
	●
	-
	-

	
	11
	情報保障等
	202４/10/15
	対
	-
	●
	-
	●
	-
	●

	
	12
	アテンダント研修の進め方
	2025/2/14,19
	オ
	-
	-
	-
	-
	●
	-

	
	13
	ナビレンスの現地確認
	2025/２/22,
３/８
	対
	-
	-
	-
	●
	-
	-

	
	14
	アテンダント研修（座学）
	2025/３/18
	対
	-
	-
	-
	-
	●
	-

	
	１５
	アテンダント研修（現地）
	2025/３/27
	対
	-
	-
	-
	-
	●
	-

	２
０
２
５
	-
	会期中の確認
	2025/７～９月
	対
	●
	●
	●
	●
	●
	●

	
	16
	取組み成果の確認
	202６/３/２
	対
	●
	●
	●
	●
	●
	●





ワークショップ（第1回）概要
○日時　2022年3月　　8日（火）　10時00分から12時00分　移動①　
2022年3月　　8日（火）　13時30分から15時30分　トイレ①
2022年3月14日（月）　10時00分から12時00分　移動②・トイレ②
2022年3月14日（月）　13時30分から15時30分　カーム＊①
2022年3月25日（金）　10時00分から12時00分　移動③・トイレ③・カーム＊②
＊カームダウン・クールダウン
○場所　オンライン
○議題　・誰もが楽しむ大阪パビリオンの実現に向けて（エキスパート）
･謝金、守秘義務について（事務局）
・パビリオンの概要説明（平面計画、展示ルート、移動、トイレ、カーム＊）
・パビリオンの移動、トイレ、カーム＊についてヒアリング
○出席者
	エキスパート
	石塚裕子
	

	お
困
り
ご
と
当
事
者
41
人
	移動①
	車いす使用者５人/視覚障がい者２人

	７人

	
	トイレ①
	車いす使用者５人/視覚障がい者２人/精神障がい者１人/
子育て世帯（支援）１人
	９人

	
	移動②
トイレ②
	車いす使用者４人/視覚障がい者３人/聴覚障がい者２人/
知的障がい者の親１人
	１０人

	
	カーム＊①
	車いす使用者３人/視覚障がい者１人/聴覚障がい者１人/
精神障がい者１人/知的障がい者の親１人/発達障がい者の親１人
	８人

	
	移動③
トイレ③
カーム＊②
	車いす使用者３人/視覚障がい者２人/聴覚障がい者１人/
精神障がい者１人
	７人

	業務受託者
	株式会社東畑建築事務所

	傍聴
	公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会


○配慮事項
立体コピー（事前郵送）、要約筆記
○議事要旨
ヒアリング項目は、建築の基本設計を進めるうえで確認しておきたい「移動」、「トイレ」、「カームダウン・クールダウン」にテーマを絞り、開催回数は、当事者の発言機会を十分に確保するため、車いす使用者のグループとそれ以外の視覚障がい者、聴覚障がい者、知的障がい者等のグループに分けて５回開催した。ヒアリングでは、最初にエキスパートから「誰もが楽しむ大阪パビリオンの実現に向けて」を説明した。次に、事務局よりパビリオンの概要、平面計画、展示ルートの説明を行った。その後、当事者一人ひとりから意見を聞いた。建築のテーマだけでなく、ワークショップの進め方や展示、事前情報、来館者への対応、災害時対応といったさまざまな意見があった。
当事者からの意見は、事務局がＫＪ法を用いて項目ごとに分類してまとめ、次回のワークショップで報告した。

ワークショップ（第2回）概要
○日時　2022年6月15日（水）　10時00分から12時00分
○場所　オンライン
○議題 ・パビリオンのユニバーサルデザインに関する報告（ヒアリング経過・意見まとめ）
・パビリオンの平面プラン案
・ヒアリングの主な意見と今後の方針
・パビリオンの展示・運営に関するユニバーサルデザインの方向性・検討方法案の報告
・今後の予定
○出席者
	エキスパート
	石塚裕子

	お困りごと当事者
１４人
	車いす使用者
	５人
	発達障がい者（親と参加）
	０人

	
	視覚障がい者
	３人
	発達障がい者の親
	１人

	
	聴覚障がい者
	２人
	ＬＧＢＴＱ＋
	０人

	
	精神障がい者
	１人
	医療的ケア児（親と参加）
	０人

	
	知的障がい者（親と参加）
	０人
	子育て世帯
	１人

	
	知的障がい者の親
	１人
	
	

	作り手企業
	―

	業務受託者
	株式会社東畑建築事務所
博報堂・三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング共同企業体（博報堂ＪＶ）

	傍聴
	―


○配慮事項
資料のワードテキスト文書（事前送付）、要約筆記、立体コピー（事前郵送）
○議事要旨
· パビリオンのユニバーサルデザインに関する報告
ヒアリングの振り返りと、建築だけでなく展示や運営に関する意見も含め９項目にまとめたことを報告した。
· パビリオンの平面プラン案
基本設計が完了し、平面プランについて、前回からの変更点と展示ルートを２ルートから１ルートに変更したことを説明した。
· ヒアリングの主な意見と今後の方針
ヒアリングでの主な意見と今後の方針を説明した。当事者からは方針に対しての意見や提案があった。
· パビリオンの展示・運営に関するユニバーサルデザインの方向性・検討方法案の報告
博報堂ＪＶから、誰もが楽しみ、快適に過ごせるパビリオンの実現をめざすために、当事者の意見を取り入れ、プロセスそのものも楽しみながら一緒に取り組んで行くことを伝えた。
· 今後の予定
建築は６月から実施設計に着手し、設計の進捗に応じて、案の提示やモックアップ検証を行い、展示・運営は、設計計画の進捗に応じてワークショップ・ヒアリングを行うことを伝えた。また、建築と展示の工事中には現地検証、開幕直前には運営訓練を実施し、万博開幕中には、運営検証、会期後には全体を通じたまとめを行うことを伝えた。
ワークショップ（第3回）概要
○日時　2022年8月29日（月）　13時00分から16時30分
○場所　TOTOテクニカルセンター大阪
○議題 みんなでトイレプラン作成チャレンジ
○出席者
	エキスパート
	石塚裕子

	お困りごと当事者
１４人
	車いす使用者
	３人
	発達障がい者（親と参加）
	０人

	
	視覚障がい者
	２人
	発達障がい者の親
	１人

	
	聴覚障がい者
	２人
	LGBTQ＋
	１人

	
	精神障がい者
	１人
	医療的ケア児（親と参加）
	２人

	
	知的障がい者（親と参加）
	１人
	子育て世帯
	１人

	
	知的障がい者の親
	０人
	
	

	作り手企業
	TOTO株式会社

	業務受託者
	株式会社東畑建築事務所

	傍聴
	公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会
大阪府都市整備部住宅建築局建築環境課


○配慮事項　
事前説明会の開催（資料のワードテキスト文書（事前送付）、要約筆記）、手話通訳、ＵＤトーク、福笑い方式の模型（トイレ案作成用パーツ）、災害補償保険
○議事要旨
· 事前説明会の開催（８月２５日午前・午後）
みんなでトイレプラン作成チャレンジのワークショップを開催にあたり、事前に説明会を開催した。説明会では、エキスパートからワークショップの趣旨として、これまでの当事者参加のワークショップは、使い勝手や必要な整備について当事者から意見をもらう場であったが、大阪パビリオンのワークショップは、当事者も担い手としての参加を実現し、一緒に知恵を出し、考えていく場を作っていくことと説明があった。また、今回は、トイレブース内の手すりやボタンの位置等を確認するのではなく、トイレの数、配置、動線の３点に絞ってトイレのプランを一緒に考えていくこと、当事者にＬＧＢＴＱ＋や重度の知的障がいがある当事者本人とその親、医療的ケアが必要な方とその親も参加することが伝えられた。
事務局からは、パビリオンのトイレの概要（パビリオン内の位置や周辺のトイレ）について説明した後に、トイレのテーマを「誰もが使いやすい、ミライのトイレ」、コンセプトを「トイレの既成概念を変える、チャレンジングで心に響くトイレ」「みんなが自然に使える、壁・境界やバリアのないトイレ」「人の気持ちに寄り添った案内と設備を設けたストレスフリーなトイレ」とし、トイレに対する意識と行動を変えるトイレをめざすことを伝えた。また、当日のワークショップの進め方や流れ、「福笑い方式」の模型を使ったプラン案の作成、必要な器具数の目安及びブースの大きさ等について説明した。
· 当日のワークショップ
ＴＯＴＯのショールームで福笑い方式のパーツに対応したトイレブースを体験し、オストメイト用設備等の実物を確認した。その後、３班に分かれてトイレ案を作成し、各班から発表した。
ワークショップ（第4回）概要
○日時　2023年1月30日（月）　15時00分から17時00分※１
2023年2月　　6日（月）　14時00分から16時00分
2023年2月　　8日（水）　14時00分から16時00分
2023年2月16日（木）　14時00分から16時00分※2
○場所　オンライン　※１　視覚障がい者２名は受託事業者会議室　※２　視覚障がい者１名は京都府視覚障害者協会
○議題 ・これまでの経過
・トイレプラン案の説明
・カームダウン・クールダウン
○出席者
	エキスパート
	石塚裕子

	お困りごと当事者
１８人
	車いす使用者
	４人
	発達障がい者（親と参加）
	０人

	
	視覚障がい者
	４人
	発達障がい者の親
	１人

	
	聴覚障がい者
	２人
	LGBTQ＋
	１人

	
	精神障がい者
	１人
	医療的ケア児（親と参加）
	２人

	
	知的障がい者（親と参加）
	１人
	子育て世帯
	１人

	
	知的障がい者の親
	１人
	
	

	作り手企業
	ＴＯＴＯ株式会社

	業務受託者
	株式会社東畑建築事務所

	傍聴
	公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会
大阪府都市整備部住宅建築局建築環境課


○配慮事項　
資料のワードテキスト文書（事前送付）、単独来場の視覚障がい者を駅から誘導、要約筆記
○議事要旨
· これまでの経過
スケジュール表でこれまでの経過を確認した。
· トイレプラン案の説明
前回のワークショップで各班が作成したトイレプラン案を振り返り、それらの案の考えや込められた想いをもとにトイレの方向性を「ノーマライゼーションを実現するトイレの提案」とすることを確認した。その後、事務局から誰もが分け隔てなく使えるトイレプラン案を提示した。当事者からは、並び方やトイレブースの空き状況等の案内・誘導について多くの意見があった。
· 館内の移動
展示体験ルートについて、途中に階段や段差がなく、すべての来館者が一緒に同じルートで体験できることを確認した。また、ライドをカート型からリフトに変更したことや、スロープの幅員、来館者の避難計画について説明を行った。
· カームダウン・クールダウン
１階と２階のそれぞれの配置と内装や設備の設計方針について説明し、今後ワークショップで詳細を検討することを伝えた。
各議題での当事者からの質問には、次回以降のワークショップで回答することとした。
ワークショップ（第5回）概要
○日時　2023年3月29日（水）　10時00分から12時30分
○場所　TOTOテクニカルセンター大阪（一部オンライン参加）
○議題 ・「UD推進チーム」発足
・建築ワークショップの報告（トイレ、カームダウン・クールダウン、避難誘導）
・展示ワ―クショップ（展示イメージの共有、感動した/残念な展示について共有・発表）
・今後の予定
○出席者
	エキスパート
	石塚裕子

	お困りごと当事者
12人
	車いす使用者
	３人
	発達障がい者（親と参加）
	０人

	
	視覚障がい者
	２人
	発達障がい者の親
	１人

	
	聴覚障がい者
	１人
	LGBTQ＋
	１人

	
	精神障がい者
	１人
	医療的ケア児（親と参加）
	２人

	
	知的障がい者（親と参加）
	１人
	子育て世帯
	０人

	
	知的障がい者の親
	０人
	
	

	作り手企業
	株式会社シブタニ、TOTO株式会社

	業務受託者
	株式会社東畑建築事務所
株式会社乃村工藝社・三菱UFJリサーチ＆コンサルティング共同企業体

	傍聴
	公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会
大阪府都市整備部住宅建築局建築環境課


○配慮事項
UDトーク
○議事要旨
· 「UD推進チーム」発足
２０２２年３月からみんなで一緒に考えながら取組みを進め、この取組み・進め方自体がユニバーサルという共通認識を得ることができた。そこで、大阪・関西万博の開幕まで、会期中、閉幕後のフィードバックまでを含めて進めることを確認するとともに、あらたに組織としてチームを発足したいと事務局から提案し合意を得た。また、作り手企業としてチームに参加する３企業を紹介した。
· 建築ワークショップの報告（トイレ、カームダウン・クールダウン、避難誘導）
これまでのワークショップで質問のあったトイレ、カームダウン・クールダウン、避難誘導について回答した。また、トイレは、前回のワークショップでの意見を踏まえ、修正・検討する内容を伝えたうえで、事務局作成のプラン案の了承を得た。
· 展示ワ―クショップ（展示イメージの共有、感動した/残念な展示について共有・発表）
展示全体イメージの共有後、３班に分かれ、これまでに感動した、または残念だった展示について共有した。事務局や業務受託者も班に加わり、お互いの体験を伝え、意見交換した。その後班ごとにまとめた意見を発表した。Ａ班からは展示を楽しむには「誰もが同じ体験ができる」「五感を使う演出や体験」、Ｂ班からは「面白いと不安・恐怖は表裏一体」「取り残されることが無いことが大切」、Ｃ班からは「良い展示と思っていたことがストレスの場合もある」「良い展示空間は展示設計だけでは成り立たない」等の意見があった。ワークショップを通じて、設計する側、体験する側の立場の違いやお困りごとの内容・有無によって、感じ方が異なることを共有することで、新たな気づきを得られるワークショップとなった。
ワークショップ（第6回）概要
○日時　2023年10月24日（火）　14時00分から16時00分
2023年11月　　7日（火）　14時00分から16時00分
○場所　オンライン
○議題 ・今後のスケジュール
・トイレの「機能分散ブース」案内誘導のワークショップに向けて
・展示「PHRポッド・ミライの自分」のデモ機検証に向けて
・協賛企業が企画制作する展示の参考となる展示ＵＤ指針案
○出席者
	エキスパート
	石塚裕子

	お困りごと当事者
１９人
	車いす使用者
	６人
	発達障がい者（親と参加）
	０人

	
	視覚障がい者
	４人
	発達障がい者の親
	１人

	
	聴覚障がい者
	２人
	LGBTQ＋
	１人

	
	精神障がい者
	１人
	医療的ケア児（親と参加）
	２人

	
	知的障がい者（親と参加）
	１人
	子育て世帯
	０人

	
	知的障がい者の親
	１人
	
	

	作り手企業
	株式会社サイエンス、株式会社シブタニ、ＴＯＴＯ株式会社

	業務受託者
	株式会社東畑建築事務所
株式会社乃村工藝社・三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング共同企業体

	傍聴
	公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会、国土交通省近畿地方整備局


○配慮事項　
資料のワードテキスト文書（事前送付）、立体コピー（事前郵送）、要約筆記
○議事要旨
· 今後のスケジュール
全体スケジュールを確認し、カームダウン・クールダウンルームのワークショップについては、参加する当事者を絞って、仕上げの色や設備の位置を確認することを伝えた。
· トイレの「機能分散ブース」案内誘導のワークショップに向けて
案内誘導のワークショップに向けて、トイレの全体配置とトイレブースの大きさの違い、扉の幅、手すり、オストメイトや多目的シート等の各機能がどのトイレブースにあるのか説明した。また、トイレの内装イメージについても共有した。その後、作り手企業の株式会社シブタニよりトイレブースの鍵と満空表示について、株式会社サイエンスより手洗いについて説明した。
· 展示「ＰＨＲポッド・ミライの自分」のデモ機検証に向けて
パビリオンの展示概要を説明し、今後の展示のワークショップではリボーン体験ルートの「PHRポッド」と「ミライの自分」について実物大モックアップを使って確認することを説明した。また、事前登録時のユニバーサル対応に関する選択項目と体験への反映や、ＰＨＲポッドの操作パネル、モニターの高さやカメラの位置等の検討状況を説明した。
· 協賛企業が企画制作する展示の参考となる展示ＵＤ指針案
パビリオンに出展する協賛企業に対して、事務局が示す展示ＵＤ指針案について説明した。指針案は博覧会協会のＵＤガイドラインを抜粋してまとめたもので、それを事前に当事者に照会し、いただいた意見を追記している。協賛企業には、指針案と前回の展示ワークショップで「感動したこと/残念だったこと」の意見をまとめたものも共有する予定であると説明した。
ワークショップ（第7回）概要
○日時　2023年11月30日（木）　14時00分から16時00分
○場所　東畑建築事務所　会議室（一部オンライン参加）
○議題 ・カームダウン・クールダウンルームの仕様の確認
　　　　・カームダウン・クールダウンルームの仕様の選定
○出席者
	エキスパート
	石塚裕子

	お困りごと
当事者　６人
	車いす使用者
	１人
	発達障がい者の親
	１人

	
	視覚障がい者
	０人
	発達障がい者（親と参加）
	１人

	
	聴覚障がい者
	０人
	LGBTQ＋
	０人

	
	精神障がい者
	１人
	医療的ケア児（親と参加）
	１人

	
	知的障がい者（親と参加）
	０人
	子育て世帯
	０人

	
	知的障がい者の親
	１人
	
	

	作り手企業
	―

	業務受託者
	株式会社東畑建築事務所

	傍聴
	公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会


○配慮事項
バリアフリートイレの事前確認（ワークショップ会場にトイレがなかったため、付近のトイレを案内）
○議事要旨
· 仕様の確認
事務局から、本館棟の１階と２階にそれぞれ１か所設置するカームダウン・クールダウンルームの位置や大きさ、扉の幅や形といった実施設計の内容を説明した。その後、床に描かれたカームダウン・クールダウンルームの原寸大図をもとに、扉の位置や部屋の大きさを確認した。確認の結果、１階の入口は、車いすでは何回も切り返しをする必要があることがわかり、事務局で扉の幅を再度見直すことになった。鍵については、安全面では設置したほうが良いが、鍵の開閉ができず困る場合もあるとの意見もあったことから、１階は鍵を設置し、２階は鍵を設置せず、扉を開けたままの運用も検討することに決定した。また、横になれるスペースがあったほうが良いとの意見があり、１階にはそのスペースを確保することが決定した。
· 仕様の選定
天井、壁、床の内装仕上げの素材や色についてサンプルを用いて確認し、色を選定した。彩度の高い色は落ち着かないという意見から、天井と壁はベージュ、床はグリーンに決定した。また、扉の鍵は、サンプルを使って使いやすさを確認し、レバーが大きく操作しやすいほうに決定した。室内に設置する空調や照明のスイッチの高さは、車いす使用者でも操作できる高さの１１０ｃｍに決定した。また、呼出ボタンは発達障がい者や知的障がい者が、反射的に押してしまうことがあるという意見があったため、ワークショップ後に事務局で検討した結果、警備員室と通話できるインターホンも設置することとなった。



ワークショップ（第8回）概要
○日時　2024年2月29日（木）　１4時00分から17時00分
○場所　大阪府咲洲庁舎　会議室
○議題 ・カームダウン・クールダウンルームの仕様（第７回個別ワークショップの結果報告）
・トイレの案内・誘導（原寸大図面を用いた検証）
・トイレの名称
○出席者
	エキスパート
	石塚裕子

	お困りごと当事者
１８人
	車いす使用者
	３人
	発達障がい者（親と参加）
	０人

	
	視覚障がい者
	４人
	発達障がい者の親
	１人

	
	聴覚障がい者
	２人
	LGBTQ＋
	２人

	
	精神障がい者
	１人
	医療的ケア児（親と参加）
	２人

	
	知的障がい者（親と参加）
	１人
	子育て世帯
	１人

	
	知的障がい者の親
	１人
	
	

	作り手企業
	株式会社シブタニ、TOTO株式会社

	業務受託者
	株式会社東畑建築事務所
株式会社乃村工藝社・三菱UFJリサーチ＆コンサルティング共同企業体

	傍聴
	公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会
大阪府都市整備部住宅建築局建築環境課


○配慮事項　
資料のワードテキスト文書（事前送付）、駅から会場までの言葉の地図、手話通訳、UDトーク、立体コピー
○議事要旨
· カームダウン・クールダウンルームの仕様（第７回個別ワークショップの結果報告）
２０２３年１１月３０日（第７回）のカームダウン・クールダウンルームの仕様選定のワークショップの内容と検討結果について事務局より報告した。
· トイレの案内・誘導（原寸大図面を用いた検証）
検証の前に、３つの班に分かれ、「ピクトや配置図といった案内サイン」について、機能分散されたトイレブースの配置や空き状況はどんな案内やサインがあればわかりやすいか、利用したいトイレブースにスムーズにたどり着くにはどうすれば良いかを議論し、概要を発表した。
次に、トイレレイアウトの原寸大図面を床に広げ、実際に並んで検証を行った。検証では、トイレブースにある程度空きがある状態とすべて使用中で空きの無い状態を確認した。班ごとに議論し、実際に並んで検証したことで、案内サインだけではなく、当事者のお困りごとを知ってもらうことや、みんなトイレのコンセプトをしっかりと伝えることが大切だという気づきがあった。この気づきから、トイレ入口へのコンセプトボード設置につながった。あわせて、通路幅やベビーケアルームの入口の位置が課題として見つかったため、変更を検討することとした。
· トイレの名称
事前に当事者や作り手企業からメールで寄せられた2５個の名称案をもとに、各班で意見交換した。最終的に絞り込んだ名称「みんなトイレ」「あなたのトイレ」「考えるトイレ」の３案をベースに、事務局が調整し決定することとなった。

ワークショップ（第9回）概要
○日時　2024年5月28日（火）　13時15分から15時45分
○場所　乃村工藝社　会議室（一部オンライン参加）
○議題 ・みんなトイレのサインと並び方
・「リボーン体験」の概要説明と実物大モックアップによる確認
・今後の予定
○出席者
	エキスパート
	石塚裕子

	お困りごと当事者
１８人
	車いす使用者
	５人
	発達障がい者（親と参加）
	０人

	
	視覚障がい者
	３人
	発達障がい者の親
	１人

	
	聴覚障がい者
	２人
	LGBTQ＋
	２人

	
	精神障がい者
	１人
	医療的ケア児（親と参加）
	１人

	
	知的障がい者（親と参加）
	１人
	子育て世帯
	１人

	
	知的障がい者の親
	１人
	
	

	作り手企業
	TOTO株式会社

	業務受託者
	株式会社東畑建築事務所
株式会社乃村工藝社・三菱UFJリサーチ＆コンサルティング共同企業体

	傍聴
	公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会
大阪府都市整備部住宅建築局建築環境課


○配慮事項　
資料のワードテキスト文書（事前送付）、単独来場の視覚障がい者を駅から誘導、立体コピー、手話通訳、UDトーク
○議事要旨
· みんなトイレのサインと並び方
２０２４年２月２９日（第８回）での検証を踏まえ、通路幅の拡幅及びファミリーコーナー入口の位置変更することを報告した。また、みんなトイレの入口手前にコンセプトボードを設置することを報告した。コンセプトボードの記載内容には、外見からはお困りごとがわかりにくい人やどのようなことに困っているのかといった具体事例を記載すべきと意見があった。入口に設置するトイレサインは人型の男女共用トイレのピクトをベースとすることとした。意見を踏まえ引き続き検討することとした。
· 「リボーン体験」の概要説明と実物大モックアップによる確認
以前の説明から時間が経過していたことから、あらためて展示内容の説明した後、展示物の実物大モックアップにより使いやすさ等を確認し意見交換を行った。カラダ測定ポッドについては、カメラやモニター位置、出入りのしやすさ、同伴者との入室といった意見があった。ミライのライドについては、乗車人数、映像や字幕の位置、サインについては、文字の読みやすさやルビを振ること等の意見があった。意見を踏まえ引き続き検討することとした。
· 今後の予定
次回は、９月をめどに、展示及び運営・広報を議題として開催することを確認した。

ワークショップ（第10回）概要
○日時　2024年7月　　8日（月）　14時00分から16時30分
2024年7月　　9日（火）　11時00分から12時00分
2024年7月11日（木）　15時00分から16時30分
○場所　法人会議室、当事者の職場及び当事者の自宅付近の会議室
○議題 視覚障がい者への個別説明及びヒアリング  ・みんなトイレの満空表示方法
・展示内容の説明
・音声ガイドの利用
○出席者
	エキスパート
	―

	お困りごと当事者
３人
	車いす使用者
	０人
	発達障がい者の親
	０人

	
	視覚障がい者
	３人
	発達障がい者（親と参加）
	０人

	
	聴覚障がい者
	０人
	LGBTQ＋
	０人

	
	精神障がい者
	０人
	医療的ケア児（親と参加）
	０人

	
	知的障がい者（親と参加）
	０人
	子育て世帯
	０人

	
	知的障がい者の親
	０人
	
	

	作り手企業
	―

	業務受託者
	―

	傍聴
	―


○配慮事項　
立体コピー
○議事要旨
２０２４年５月２８日ワークショップ（第９回）に出席した３名の視覚障がい者へは当日に十分説明できなかったため、個別に説明とヒアリングを実施した。
· みんなトイレの満空表示方法
空ブースを青く光らせる方向で検討していることを伝えた。「弱視の人には青が理解しやすく、複数の色があるとわかりにくい」「背景は黒い方が見やすい」との意見があった。
· 展示内容の説明
実物大モックアップ検証をしたリフトライドやカラダ測定ポッドの不明点等を確認した。意見として「映像がわからないため、情景を説明する必要がある。細かな内容でなくても、想像を膨らませられるような説明があれば楽しめる」「決まった映像が流れる展示では、音声ガイド（ハロームービー＊１、UDキャスト＊２ 等）で楽しむ方法がある」「同伴する家族や介助者が映像を説明するとしても、その説明自体が難しいため、パビリオンのスタッフによる説明が良い」等があった。
· 音声ガイドの利用
視覚障がい者がどのようにスマートフォンを使用するのかを実際に見せてもらい、スマートフォンを活用した音声ガイドの導入について提案があった。
＊１　ハロームービー：視覚、聴覚に障がいのある方が音声ガイド、字幕ガイドにより、映画を映画館で楽しめる無料アプリ
＊２　UDキャスト：、映画や映像作品に合わせて、自動的に字幕や手話映像の表示、音声ガイド再生等を行うことのできる無料アプリ
ワークショップ（第11回）概要
○日時　2024年10月15日（火）　14時00分から17時00分
○場所　乃村工藝社　会議室
○議題 ・検討報告（展示実物大モックアップ検証の結果、ナビレンスの導入、みんなトイレの入口サインと満空表示モニター）
・ホームページでの事前情報提供
○出席者
	エキスパート
	石塚裕子

	お困りごと当事者
２０人
	車いす使用者
	４人
	発達障がい者（親と参加）
	１人

	
	視覚障がい者
	４人
	発達障がい者の親
	１人

	
	聴覚障がい者
	２人
	LGBTQ＋
	２人

	
	精神障がい者
	１人
	医療的ケア児（親と参加）
	２人

	
	知的障がい者（親と参加）
	１人
	子育て世帯
	１人

	
	知的障がい者の親
	１人
	
	

	作り手企業
	―

	業務受託者
	株式会社アクセスムーブコンフォート
株式会社乃村工藝社・三菱UFJリサーチ＆コンサルティング共同企業体

	傍聴
	公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会
大阪府都市整備部住宅建築局建築環境課


○配慮事項　
資料のワードテキスト文書（事前送付）、単独来場の視覚障がい者を駅から誘導、手話通訳
○議事要旨
· 検討報告
・５月に実施した展示実物大モックアップ検証を振り返り、意見を反映した内容等の検討状況を伝えた。
・視覚情報が得にくい人に対して、移動がしやすいように、展示の内容がわかるように配慮するため、ナビレンスを導入することを伝えた。
・みんなトイレの入口サインは、さまざまな意見を踏まえ、コンセプトボードとあわせて後日確認することとした。
・満空表示モニターは、黒地に白とし、ブースの「空き」と「使用中」の表示をどのようにすればわかりやすいか確認した。
· ホームページでの事前情報提供
ホームページの更新にあたって、必要な情報をわかりやすく入手できるようにするため、事務局で考えた来館前に知りたい情報の項目と内容をもとに意見交換した。また、必要な情報を記載したユニバーサルデザインマップや感覚過敏の方も安心して楽しめるセンサリーマップもイメージを示して意見交換した。
· 今後の予定
１２月に事前情報提供の案の確認、３月にスタッフ研修を開催することを確認した。

ワークショップ（第12回）概要
○日時　2025年2月14日（金）　13時30分から14時30分
2025年2月19日（水）　10時00分から11時00分
○場所　オンライン参加
○議題 ・アテンダント研修の進め方
・今後の予定
○出席者
	エキスパート
	石塚裕子

	お困りごと当事者
１８人
	車いす使用者
	５人
	発達障がい者（親と参加）
	０人

	
	視覚障がい者
	３人
	発達障がい者の親
	１人

	
	聴覚障がい者
	２人
	LGBTQ＋
	２人

	
	精神障がい者
	１人
	医療的ケア児（親と参加）
	１人

	
	知的障がい者（親と参加）
	１人
	子育て世帯
	１人

	
	知的障がい者の親
	１人
	
	

	作り手企業
	―

	業務受託者
	株式会社乃村工藝社・三菱UFJリサーチ＆コンサルティング共同企業体

	傍聴
	―


○配慮事項　
資料のワードテキスト文書（事前送付）、要約筆記
○議事要旨
· アテンダント研修の進め方
事務局より、アテンダントの研修計画の概要を説明し、当事者がユニバーサルサービス研修にどのように関わるかを説明した。
座学研修の進め方については、アテンダントを班に分け、当事者の体験談をもとに２０分対話し、当事者は４回移動することを説明した。意見として「２０分は短いため、アテンダント側が知りたいことを事前にまとめておく」「自己紹介カードがあると良い」等があった。
現地研修については、アテンダントをパビリオンの従事場所に配置し、当事者と配置しないアテンダントを２つのグループに分け、実際の応対を確認する進め方とすることを説明した。意見として、「パビリオンの事前情報の提供がどの程度あるか理解しておく必要がある」「班分けの方法に工夫が必要」「当日の意見のアテンダント全員への共有方法の工夫が必要」等があった。
· 今後の予定
座学研修を３月１８日に、現地研修を３月２７日に実施することを確認した。







ワークショップ（第13回）概要
○日時　2025年2月22日（土）　14時30分から17時00分
2025年3月　　8日（土）　14時00分から17時00分
○場所　大阪ヘルスケアパビリオン（現地）
○議題 視覚障がい者によるナビレンスの現地確認
○出席者
	エキスパート
	石塚裕子

	お困りごと当事者
４人
	車いす使用者
	０人
	発達障がい者（親と参加）
	０人

	
	視覚障がい者
	４人
	発達障がい者の親
	０人

	
	聴覚障がい者
	０人
	LGBTQ＋
	０人

	
	精神障がい者
	０人
	医療的ケア児（親と参加）
	０人

	
	知的障がい者（親と参加）
	０人
	子育て世帯
	０人

	
	知的障がい者の親
	０人
	
	

	作り手企業
	―

	業務受託者
	株式会社乃村工藝社・三菱UFJリサーチ＆コンサルティング共同企業体
株式会社アクセスムーブコンフォート

	傍聴
	―


○配慮事項　
夢洲駅から大阪ヘルスケアパビリオンまでの誘導
○議事要旨
· 視覚障がい者によるナビレンスの現地確認
２日に分けて開催し、視覚障がい者各２名が参加し、ナビレンスについて現地で確認した。確認は、実際の体験ルートに準じて、パビリオンのエントランスからスタートし、リボーン体験ルート、アトリウム、みんなトイレの順に、仮設置したナビレンスコードの位置と高さ及び音声案内の内容を確認した。
意見として、「ナビレンスの使用方法の説明が必要」「説明内容が細かいと覚えることが難しい」「コードの位置が高いと気づかない可能性がある」等があった。また、「ミライのライドの映像を描写する音声内容については、映像が見えなくても情景を想像することができて良い」との感想があった。
２日間の現場確認での意見を踏まえ、追加での設置や音声内容の変更を進めた。









ワークショップ（第14回）概要
○日時　2025年3月18日（火）　14時00分から17時00分
○場所　ブリーゼプラザ　7階小ホール
○議題 ・アテンダント座学研修
・今後の予定
○出席者
	エキスパート
	石塚裕子

	お困りごと当事者
１９人
	車いす使用者
	５人
	発達障がい者（親と参加）
	１人

	
	視覚障がい者
	４人
	発達障がい者の親
	１人

	
	聴覚障がい者
	１人
	LGBTQ＋
	２人

	
	精神障がい者
	１人
	医療的ケア児（親と参加）
	２人

	
	知的障がい者（親と参加）
	１人
	子育て世帯
	１人

	
	知的障がい者の親
	０人
	
	

	作り手企業
	－

	業務受託者
	株式会社乃村工藝社・三菱UFJリサーチ＆コンサルティング共同企業体
アテンダント

	傍聴
	公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会
大阪府都市整備部住宅建築局建築環境課


○配慮事項　
手話通訳、UDトーク、自己紹介カード、グランドルール（LGBTQ＋）
○議事要旨
· アテンダント座学研修
アテンダント業務の従事にあたっての心構えや当事者の案内、誘導方法等学ぶため、当事者の具体的なお困りごとについて、当事者と直接対話する形式で開催した。冒頭、エキスパートからユニバーサルデザインの基調となる講演をし、その後１０班に分かれ、アテンダントが当事者の体験談やお困りごと等をもとに２０分の対話をし、当事者が班を入れ替わり合計４回の対話を行った。
当事者から、「車いす使用者も一緒に楽しめることが大切」「視覚障がい者や聴覚障がい者への具体的な声掛け方法」「人混みや強い光等に対する不安があること」「困った顔を出さないこと」等アテンダント対応にあたっての留意点が具体的に提案された。
· 今後の予定
次回、３月２７日大阪ヘルスケアパビリオンの現地で、アテンダント対応を実践形式で研修することを確認した。






ワークショップ（第15回）概要
○日時　2025年3月27日（木）　14時00分から16時00分
○場所　大阪ヘルスケアパビリオン（現地）
○議題　現地研修　アテンダント対応の実践
○出席者
	エキスパート
	石塚裕子

	お困りごと当事者
１９人
	車いす使用者
	４人
	発達障がい者（親と参加）
	１人

	
	視覚障がい者
	４人
	発達障がい者の親
	１人

	
	聴覚障がい者
	２人
	LGBTQ＋
	２人

	
	精神障がい者
	１人
	医療的ケア児（親と参加）
	２人

	
	知的障がい者（親と参加）
	１人
	子育て世帯
	０人

	
	知的障がい者の親
	１人
	
	

	作り手企業
	株式会社サイエンス

	業務受託者
	株式会社アクセスムーブコンフォート
株式会社乃村工藝社・三菱UFJリサーチ＆コンサルティング共同企業体

	傍聴
	公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会
国土交通省近畿地方整備局
大阪府都市整備部住宅建築局建築環境課


○配慮事項　
資料のワードテキスト文書（事前送付）、手話通訳
○議事要旨
· 現地研修　アテンダント対応の実践
アテンダントが来館者に応対する内容（誘導やお手伝い）を現地で実践するとともに、当事者からフィードバックをもらうことで、ユニバーサルサービスの実践的な応対方法を学ぶことを目的に開催した。
当事者は夢洲駅に集合し、事務局が大阪ヘルスケアパビリオンに案内した。
パビリオンに到着後、事務局から屋外ステージで研修の進め方を説明した。
研修は、アテンダントを実際の従事場所に配置し、当事者は２班に分かれ来館者役となり、記録役のアテンダントとともに、パビリオンの展示ルートを巡り、配置されたアテンダントは案内や誘導を実践した。記録役のアテンダントは、具体的にどのような場面でお困りごとがあるのか、来館者となった当事者が感じたことや提案を記録した。それらを踏まえてＵＳマニュアルを更新する等、本番に向けて準備を進めた。
あわせて、完成したみんなトイレやカームダウン・クールダウンルームの仕上げも確認した。






ワークショップ（第16回）概要
○日時　2026年3月2日（月）　13時30分から16時15分
○場所　プリムローズ大阪（一部オンライン参加）
○議題 ・ユニバーサルデザインの取組記録誌の概要説明
・取組記録誌に対する意見交換
・メンバー全員から振り返りコメントを発表
○出席者
	エキスパート
	石塚裕子

	お困りごと当事者
１９人
	車いす使用者
	６人
	発達障がい者（親と参加）
	１人

	
	視覚障がい者
	２人
	発達障がい者の親
	１人

	
	聴覚障がい者
	２人
	LGBTQ＋
	１人

	
	精神障がい者
	１人
	医療的ケア児（親と参加）
	２人

	
	知的障がい者（親と参加）
	１人
	子育て世帯
	１人

	
	知的障がい者の親
	１人
	
	

	作り手企業
	株式会社サイエンス、株式会社シブタニ、TOTO株式会社

	業務受託者
	株式会社アクセスムーブコンフォート、株式会社東畑建築事務所
株式会社乃村工藝社・三菱UFJリサーチ＆コンサルティング共同企業体

	傍聴
	国土交通省近畿地方整備局
大阪府都市整備部住宅建築局建築環境課、大阪府福祉部


○配慮事項　
資料のワードテキスト文書（事前送付）、単独来場の視覚障がい者を駅から誘導、手話通訳、　　ＵＤトーク
○議事要旨
· ユニバーサルデザイン取組記録誌の概要説明
事務局からユニバーサルデザイン取組記録誌の作成の目的と概要を説明した。その後、作り手企業の株式会社ＴＯＴＯからみんなトイレのアンケート結果を報告した。
· 取組記録誌に対する意見交換
当事者、作り手企業、業務受託者及び事務局が６班に分かれ、下記の４つをポイントに意見交換を行い、各班から主な意見を発表した。
①　記録の漏れや認識に間違いがないか。
②　第２章の取組みの項目や内容に漏れなどがないか。
③　第３章は、今後の当事者参画による事業の参考となるよう、ＵＤ推進チームがワークショップを円滑に進めるため留意、工夫した内容を記載している。ほかに追加した方が良い内容や、こういう工夫がほしかった等の反省はないか。
④　第４章の取組成果は、ＵＤ推進チームが特にレガシーとして広く発信したい内容のため確認してほしい。
· メンバー全員から振り返りを発表
出席者一人ひとりからこれまでの取組みに対する感想を発表した。
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